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新

年

の

あ

い

さ

つ

佐
井
村
長
職
務
代
理
者

佐
井
村
助
役

岩
尾

憲
二
郎

明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で

皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
致
し

ま
す
。

故
松
谷
村
長
は
、
昨
年
の

十
二
月
二
日
午
前
九
時
に
、

出
張
先
の
東
京
で
急
逝
さ
れ

ま
し
た
が
、
村
長
在
職
十
一

年
八
ヶ
月
、
此
の
間
学
校
建

設
を
始
め
、
道
路
整
備
、
漁

業
振
興
、
そ
の
他
数
々
の
事

業
を
遂
行
さ
れ
て
「
豊
か
で

明
る
い
」
村
造
り
の
た
め
に

献
身
さ
れ
ま
し
た
が
、
特
に

地
方
行
政
で
一
番
困
難
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
財
政
運
営
に

は
、
常
に
心
を
砕
い
て
健
全

財
政
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

今
は
亡
き
村
長
を
偲
び
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
皆
様
か
ら
お

寄
せ
載
き
ま
し
た
暖
か
い
御

支
援
、
御
協
力
に
、
心
か
ら

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
は
、
新
し

い
村
長
の
も
と
で
吾
が
村
が

益
々
発
展
さ
れ
る
こ
と
と
、

皆
様
の
御
健
康
を
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

佐
井
村
議
会
議
長

東

出

よ昇

一
九
八
三
年
の
輝
や
か
し

い
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
村
民
皆
様
の

ご

理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き

活
力
あ
る
議
会
運
営
に
努
め

て
参
り
ま
し
た
が
、
師
走
に

至
り
突
発
し
た
、
故
松
谷
村

長
殿
の
急
逝
は
、
余
り
に
大

き
な
衝
撃
で
あ
り
、
痛
痕
の

極
み
で
あ
り
ま
し
た
。

松
谷
村
長
は
、
就
任
以
来

三
期
十
一
年
八
ヶ
月
、
常
に

村
民
の
幸
せ
を
願
い
謙
慮
に

し
か
も
、
綿
密
な
計
画
の
も

と
に
着
々
事
業
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
が
、
そ
の

ご
功
績

は
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り

ま
せ
ん
。

特
に
、
近
年
は
著
し
い
地

場
産
業
の
不
振
を
嘆
か
れ
、

そ
の
対
策
に
苦
悩
の
色
さ
い

を
あ
ら
わ
し
て
お
り
ま
し
た
。

此
の
度
の
殉
職
は
、
極
度
の

心
身
疲
労
に
よ
る
も
の
と
も

思
わ
れ
ま
す
。
長
年
の

ご
努

力
に
対
し
、
深
く
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
、心
か
ら
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
二
年
続
き

の
冷
夏
冷
害
か
ら
漸
く
平
温

に
戻
り
、
稲
作
等
は
平
年
作

を
見
ま
し
た
が
、
海
況
は
依

然
と
し
て
回
復
せ
ず
、
漁
業

不
振
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

景
気
停
滞
に
よ
る
木
材
界
不

況
や
肉
牛
の
暴
落
な
ど
、
村

経
済
は
ま
こ
と
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
反
面
、

生
活
環
境
整
備
と
教
育
環
境

整
備
に
よ
り
、
実
効
が
あ
が

り
、
特
に
、
管
内
各
学
校
関

係
者
の

ご
努
力
に
よ
り
、
学

力
の
向
上
と
ス
ポ
ー
ツ
に
大

き
な
成
果
を
見
た
こ
と
は
、

よ
ろ
こ
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
村
民
総
力
を
挙
げ

て
の
交
通
安
全
運
動
に
よ
り
、

昨
年
五
月
「
交
通
事
故
死
０

十
年
」
に
達
し
た
こ
と
は
、

ご
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。
更

に
、
今
年
四
月
二
十
七
日
の

四
千
日
の
大
目
標
到
達
の
た

め
、
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
早
々
に
村
長
選

挙
を
初
め
、
県
知
事
選
、
県

議
選
、
そ
し
て
地
元
村
議
会

議
員
選
挙
等
政
治
変
革
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。
村
民
一
人

々
の
意
志
が
反
映
さ
れ
る
手

づ
く
り
の
村
政
を
目
指
し
、

今
後
共
、
議
会
に
対
し
、
あ

た
た
か
い
ご
叱
正
を
賜
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
、
村
民
み

な
さ
ん
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
祈
念
し
て
、
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。



最

近

の

主

な

災

害

（

昭

和

四

十

三

年

八

月

～

昭

和

五

十

五

年

五

月

）

▽
四

十

三

年
八

月

…

…

集

中

豪

雨

、

佐

井

村
全

域

（

災

害

救

助

法

発

動

）

▽
四

十
五

単
一

月

…

…

集

中

豪

雨

、

大

佐
井

、

古

佐
井

、
福

浦

、
牛

滝

被

害

（

台

湾

防
主

）

▽
四

十
八

年
十

二

月

…

…
一
ｉ同
潮

、
一

名

死

亡

。

漁
船

四

十

隻

小

中

破

▽
五

十

年

七
月

…

…

大

雨

、
被

害

総

額

十
四

億

五

千

九
百

万

円

（

雨

量
二

百

四

十
四

ミ
リ

メ

ー
ト

ル

、
災

害

対

策

本

部
設

置

、
家

屋

、
農

林

水

産

、

土

木

関

係

な

ど
大

被

害

）

▽
五

十

年

八

月

…

…

地

す

べ
り

、

矢

越

地

区

災

害

危

険

区

域

指

定

（

十
三

戸

、

防

災

集

団

移

転

）

▽
五

十

年

九

月

…

…

が
け

崩

れ

、

中

磯

谷

地

区

、
災

害

危

険

区

域

指

定

（

七

戸

集

団

移

転

）

▽
五

十

一

年

十

月

…
……

土

砂

崩

れ

、

大

細

間

で

三

名

死

亡

。

▽
五

十

二

年
四

月

…

…

高

波

、

長

後

湾

内

で

小

型

漁

船

転

覆

、
二

名

死

亡

。

▽
五

十

五

年

五

月

…

…

林

野

火

災

、

古

佐
井

山
国
有
林
（
材
木
越

）
二

・
四

ハ

ヘ
ク
タ
ー
ル
焼
け
る
。

災

害

応

急

対

策

計

画

こ
の
計
画
は

、
災
害
時
を
想
定
し

。

緊
急

時
に
す

ば
や
く
必
要
な
行
動
、
処

置
が
と
れ
る
よ
う
定

め
ら

れ
た
も
の
で
、

気
象
通
報
の
伝
達

か
ら
避
難
、
救
難
、

食
糧

供
給
な
ど
必
要

と
さ
れ
る
で
あ
ろ

う

あ
ら
ゆ
る
面

に
わ
た
っ
て
計
画
さ

れ

て
い
ま
す
。

▽
気
象

通
報
伝
達
計
画
▽
情
報
収
集

及
び
情
報

伝
達

▽
災

害
通
信
計
画
▽
災

害
広
報
計
画

こ

の
情
報
通
信
計
画
は

、
災
害
の
発

生
を
未
然

に
防
止
し

。
あ

る
い
は
災
害

に
よ

る
被

害
を
最
小
限
に
く

い
止

め
る

た
め
、
予
期

さ
れ
る
危

険
を
地
域
住
民

に
知

ら
せ
、
早
期
の
防
止
措
置
や
避
難

を
有

効
的
に
行
う

た
め
の
も
の
で
す
。

避

難

計

画

村

で
は

、
災

害
に
際
し
て
住
民
の
生

命
、
身

体
が
危

険
な

状
態

に
あ

る
と
判

断
さ
れ
る
場
合
、
避
難
準
備
勧
告
を
発

し
ま
す
。

ま
た
、
情
勢
に
よ
り
避
難
勧
告
、
指

示
を
行
い
ま
す
の
で
一
村
民
の
み
な
さ

ん
は
そ
れ
に
従
っ
て
避
難
場
所
へ
す
み

や
か
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
ご
と
に

誘
導
員
が
配
置
鳧
れ
ま
す
。
。

避

難

準

備

勧

告

の

基

準

Ｏ
気
象
警
報
等
一
以
上
の
警
報
が
発
令

さ
れ
、
津
波
、
高
潮
、
洪
水
、
山
津

波
、
な
だ
れ
等
に
よ
り
相
当
な
被
害

の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
と
き
。

○
台
風

が
接
近
し
、
高
潮
ま
た
は
河
川

の
増
水
に
よ
り
、
破
堤
、
水
ま
た
は

洪
水

等
相
当
な
被
害
の
発
生

が
予
想

さ
れ

る
と
き
。

○
河
川

の
水
位

が
警
戒
水
位
に
達
し

、

今
後

さ
ら
に
増
水
の
見
込
み
の
と
き
。

避

難

の

心

得

○
ふ
だ
ん
か
ら
定

め
ら

れ
た
避
難
所
や

道
順
を
知
っ
て

お
く
。
。

０
避
難

さ
せ

る
場
合
は

、
老
人
、
子
供

傷
病
者
、
妊
産
婦
等
を
優
先

と
す

る
。

○
避
難

の
勧

告
や
指
示

が
あ
っ

た
ら
、

い
つ
で

も
避
難
で
き

る
よ
う
に
準
備

し
て

お
く
。

○
会
社

、
工
場
な

ど
は

、
流
出

の
お
そ

れ
の
あ
る
油
脂
類
、
危

険
物
品
等
に

対
し
て
事
前
に

保
安

の
措

置
を

講
ず

る
よ
う
に
す

る
。

○
携
行
品

は
、
行
動

の
支
障
を
及

ぼ
さ

な
い
必
要
最
小

限
に

と
ど
め
る
。

佐井村保育所避難訓練

火 事 、 緊 急 の 場 合 は

１１９番 ヘ

サイレンの試験は毎月１日、１５日（正午）

佐井消防分署 酋２２６６

昭 和 ５８年 １ 月 ３ Ｈ

佐 井 消 防 団 出 初 式

午前１０時３０分
古佐井大町、明林荘前



佐井村避難所一覧図



（
第

四

回
）

佐
井
村
中
央
公
民
館
長
補
佐

大
石

健
次
郎

ペ

リ

ー

の

黒

船

来

航

事

水
六

年

六

月
三

日

（

一
八

五
一
干

七

月

八

日

）

、

鶏

が
夜

明
け

の

刻

を

鳴

き

告

げ

て

い
る
。
－

そ

の
未

明

の
光

の

浦

賀

沖

合

か

ら

、

異
国

の

黒
船

が
点

々

と

浮

び
あ

が
っ

た

。

米

国

東

イ

ン

ド

艦

隊

司

令
長

官

ペ

リ

ー

の

ひ

き

い

る

、

サ

ス

ケ
（

ン

ナ
（

旗
艦

二

千

五

百

ト

ン

）

・

ミ

シ

シ
ッ

ピ
（
千

七
百

ト

ン

）

・

プ

リ

マ
ス

ー
サ

ラ

ト

ガ

の
四

隻

で

あ

る
。

い
ず

れ

も
木

鉄
混

合

の
船

で

、
夕

Ｉ

ル

を

蒸

溜
し

、
そ

の
残

滓

で

あ

る

チ

ャ

ン

を
黒

々

と

塗
り

つ

け

て

い

た
。

サ

ス

ケ
（

ン
ナ

ー
ミ

シ

シ

ッ
ピ

の
二

艦

は

、
蒸

気

船

で

櫓

櫂

を

用

い
ず

、

前

進

、
後

進

、回

頭

い
ず

れ
も

自

在

で

あ

っ

た
。

四

艦

の
大

砲

数

十

門

、

黒

煙

を

吐

き
動

く

そ

の
様

相

は
、

人

々

の
心

に

恐

怖

と
重

圧

を

か
き

立

て

る

も

の
で

あ

っ

た
。ペ

リ

ー

は

、
米

国

フ

ィ

ル

モ

ア

大

統

領

の
通

商

要

求

の
親

書

を

提

出

し

、

六

月

十
日

、
帰

航

し

た

。

翌
安
政
元
年
正
月

十
六
日
（

一
八
五

四
・
嘉
永
七
年
）
、
ペ
リ
ー
は
、

ポ
ー

（

タ
ン

ー
ミ
シ
シ
ッ

ピ

ー
サ
ス

ケ
（

ン

ナ

ー
マ
セ
ド
ニ
ア

ン

ー
サ
ウ
ザ
ン

プ
ト

ン

ー
バ
ン
タ
リ

ヤ
・

レ
キ

シ
ト

ン
の
七

艦
を
ひ
き
え
、
神
奈
川
沖
に
投
錨
し

た
。

ペ
リ

ー
の
再
航
で
あ

る
。

こ
の
時
に
、
下
田
追
加
条
約
も
併
せ

て
、
十
三

ヶ
条

の
日
米
和
親
条
約

が
成

立
調

印
さ
れ
、

浦
賀

の
代
わ
り
に
「
下

田
」
、
松
前

の
代
わ
り
に
「
箱
館
」
を

開
港
し

た
。

同

年
八
月
に
は
英
国
、
十
二

月
露
国
、

二
年

十
月
仏
国
、
蘭
国
と
和
親
条
約

が

調
印

さ
れ
、
長
崎
も
開
港
に
加
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。

安
政
元
年
十
二

月
二

十
一
日
の
ロ
シ

ア

と
の
和
親
条

約
第
二

条
で
、
日
本
と

ロ
シ
ア
国

境
は
、
エ
ト

ロ
フ
全
島
以

南

は
日
本
領
で
あ
り
、
ウ
ル
ッ
プ
全
島
以

北
は
ロ
シ
ア
領

、
カ
ラ
フ
ト
島
は
、
日

口
の
共
同

地
と
定
め
た
の
で
あ

る
。

現
在
の
南
千
島
領

土
返

還
の
、
国
際

法
上

の
主
張

は
こ

れ
に
基

づ
き
、
活
き

て
い
る
の
で

あ
る
。

当

時

の

佐

井

沿

岸

防

備

舞
台

は
反
転
し
、
木
枯
し

の
中
を
行

く
一
人

の
旅
人

が
あ
っ
た
。
－

北
海

道
の
命
名
者
で
あ
り
、
蝦
夷
地
調
査
で

著
名
な

、
松
浦
武
四
郎
は
、
弘
化
元
年

二

八
四
四

）
十
二
月
下

旬
、
二

十
七

才

で
脇
野
沢
村
源
藤
城
（

源
土
代

）
か

ら
、
山

越
え
し
て
牛
滝
泊
。

福
浦
泊
。

長

後
、
磯
谷
、
矢
越
、
を
経
て
古

佐
井

大
昌
院
（
岩
清
水
家
）
に
一

泊
。
原
田

を
過

ぎ
材
木
、
奥
戸
、
大
間

泊
。

源
藤
城
で
は
、
「
氷
を
砕
き
手

水
を

遺
ひ
」
、
矢
越
で
は
「

是
よ
り
氷

殃
（

い

て

）
に
て
道
八
悪
敷
」
と
述

べ
て
い
る

の
で
、
厳
寒

が
し

の

ば
れ
る
。

こ

の
時
の
、
源
藤
城
と
小

荒
川
沢
に

で
て
牛
滝
に
至
る
歩
行
で
は
、
肌
を
突

き

刺
す

酷
寒
の
谷
川
に
、
七
、
八
回
も

落
ち
込

み
、
山
ま
た
山
、
谷
ま
た
谷
の

道

な
き
道
を
さ
ま
よ
う

困
憊

ぶ
り
は
、

終
生
忘

れ
得

ぬ
も
の
ら
し
く
、『
牛
牛
滝

越
え

の
辛
（

つ
ら
さ

）
八
其
事
甚
だ
永

く
し
て
』

と
、
別
稿
特
筆
し
て

い
る
。

こ
の
当
時

の
紀
行
に
は
、

た
く
ま
し

く
鋭
い
黒

亶
で
、
佐
井
全
海
岸
を
描
写

し

、
異
国
船

撃
退

の
南
部
藩
配
置
の
、

台
場
（

大
砲
据
場

）
を
書
き
入

れ
し
て

い
る
。

そ
れ
に
よ

る
と
。

○
牛
滝
－

地
蔵
堂
ツ
ブ
シ
石

・
寺
の

下

沢

エ
（

郎

場

○
長

後
－

ト
イ

ー
コ

マ
（
別
書
や
太
田
家
文
書
に
は
、
ロ
ク

ロ
場

が
記
さ
れ
て
い
る
）

○
磯
谷
－

釜
の
前

○
矢
越
－

タ
ラ

タ
ラ

・
日
和

山
・
藤
兵
衛
山

○
佐
井
－

岡
弁
天
・

伊
勢
堂
・
黒
岩
岬
…
…
の
十
二

ヶ
所

が

挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
異
国
船
出
没
に
対

す

る
、
そ

の
緊
張

ぶ
り

が
伺

が
わ
れ
る
。

黒

船

来

航

時

の

佐

井

村

浦
賀
沖

に
米

艦
四
隻

が
来
航
、
寛

永

十
年
（

二
（

三
三

）
以
来

の
「
鎖
国
」

で
、
国
内

の
大
平

の
夢
が
打
ち
や

ぶ
ら

れ
た
、
亭

氷
六
年
（
一
八
五
三

）
の
佐

井
村
。
三

戸
家
永
代
諸
用
控
に
は
「
こ

の
年
の
四
月
か
ら
七
月

（
旧
暦

）
ま
で
、

雨
は
全
く
降
ら
ぬ
有
様
で
、
村
々
の
川
、

井
戸
の
水
、
果
て
は
自
性
院
（
岩
清
水

家

）
の
池
も
干
し
あ

が
っ
た
。

作
物
は
み
な
立
枯
れ
、
今
秋
は
来
年

の
種
子

も
な

い
と
心
配
し
、
神
仏
に
様

々
の
雨

乞
い
祈
祷
を
し

た
。
そ
の
効
あ

ら
わ
れ
、
一
日
半

程
も
雨

が
降
り
、
作

物
は
お
か
げ
で
青

々
と
立
直

っ
た
」
。

「
六
月

か
ら
八
月
末
（
旧
暦

）
ま
で
、

実

に
三

十
年

ぶ
り

の
、
鯡
（
に
し
ん

）の

大

々
漁
で
あ
っ

た
。
佐
井
で

は
、

百
文

十
六
Ｓ

、
函
館
で

は
百

文
十
三
匹
で
あ

っ
た
。
函
館

で
は
大
量

買
付
け

を
し

た
」・

女
達
は
、
暇
を
み
て

は
、
様
々
な
雨

乞
い
を
は
じ

め
、
男
達
は
、
鯡
の
鱗
を

浴

び
浜
は
大
賑
わ
い
で
あ
っ

た
。

し
か
し

、
異
国

船
来
航
の
不

安
は
、

村
の
人

々
の
胸
を
重
く
去
来
し
て

い
た

こ
と
は
事
実
で

あ
る
。
佐
井
村
で

も
相

当
の
対
応

策
と
風

説
騒
ぎ
が
あ
っ

た
こ

と
だ
ろ
う

そ
の
当
時
の
来
日
ア
メ
リ
カ
人

幸せは家族みんなの対話と協力から

第 三 日 曜 日 は

ｌ 家 庭 の 日



思
い
や
り
の
心
と
豊
作

近
年
、
恒
例
と
な

っ
た
農
協
婦
人
部

三

戸
き
み
部
長
）
に
よ

る
寿
会
慰
安

の
集
い
が
、
去
る
十
一
月

十
七
日
農
業

研
修
セ
ン
タ
ー
で
行

な
わ
れ
、
老
人

ク

ラ

ブ
貝
の
方
々
約
六
十
名

が
、
楽
し
そ

う

に
席
を
連
ね
て
い
ま
し

た
。
二
年
続

い
た
冷
害
不

作
の
年
の
巣

い
と
は
界
な

り
、
明
る
い
雰
囲
気

に
満

ち
て

い
ま
し

た
。三

尸
部
長
さ
ん
の
御
挨
拶
の
中
で
「
私

の
方
の
会
員
は
、
若
い
嫁

さ
ん
で
も
み

ん
な
お
年
寄
り
を
大
切
に
す
る
習
慣
が

つ
い
て
い
ま
す
。
家
庭
内
の
和
合
が
何

よ
り
の
豊
作
で
す
ご
と
の
言
葉
を
感
銘

深
く
き
き
ま
し
た
。
司
会
役
の
奥
本
の

お
か
あ
さ
ん
が
、
そ
の
言
葉
を
証
明
す

る
よ
う
に
、
「
今
日
、
お
て
つ
だ
い
に

来
て
い
る
嫁
さ
ん
の
ひ
と
り
が
、
二
々

五
々
と
会
場
に
入
っ
て
く
る
人
々
の
中

に
姑
を
見
つ
け
て

Ｉ
つ
ち
の
お
ば
あ
さ

ん
も
来
た
来
た
″
と
手
を
叩
い
て
は
し

や
い
だ
姿
が
な
ん
と
も
ほ
ほ
え
ま
し
く

て
」
と
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

温
か
い
家
庭
の
様
子
が
見
え
る
よ
う
で

一
層
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

収
穫
を
て
つ
だ
っ
て
く
れ
た
男
の
方

四
名
に
感
謝
の
品
が
贈
ら
れ
、
健
康
ダ

ン
ス
や
唄
な
ど
で
、
会
場
に
は
笑
い
が

続
き
ま
す
。

大
き
な
手
作
り
の
大
福
餅
に
豊
作
と

婦
人
部
の
奉
仕
の
心
が
感
じ
ら
れ
る
思

い
で
し
た
。

寿
会
の
み
な
さ
ん
、
婦
人
部
の
み
な

さ
ん
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
招
待
者

戸

籍

の

窓

口

十
二
月
二

十
日
現

在

○

お

誕

生

お

め

で

と

う

能
登
留
美
子
（
義

彦

）
古
佐
井

松
谷

尚
子
（
正

治
）
大
佐
井

山
口

美
雪
（
捷

夫
）
大
佐
井

内
田

康
弘
（

耕

匸

古
佐
井

金
沢

大
輔
（
一

夫
）
古
佐
井

川
村

和
彦
（

道

男
）
糠

森

○

ご
結

婚

お

め

で

と

う

亀

田

哲

平
内
町

（

鹿

島

美
知
子

原

田

石

川

涼

三

大
佐
井

（

豊

巻

富
美
子

里

石
市

大

坂

真

信

長

後

（

北

村

佳

子

東
京
都

石

戸

彰

彦

古
佐
井

（

石

坂

智
代
利

東
京
都

佐
々
木

次

男

八
戸
市

（

束

出

む
っ
子

磯

谷

八

貪

茂

則

松

山
市

（

北

田

美
枝
子

大

佐
井

泉

山

裕

八

戸
市

（

若

山

紀
代
子

糠

森

阿

部

悛

廣

古
佐
井

（

郡

澄

美

子

美
深
町

菊

池

丈

博

大
佐
井

（

奥

本

昭

子

古
佐
井

樋

囗

悛

康

古
佐
井

（

成

田

由

美

田
舎
館
村

須

藤

聡

川
内
町

（

奥

山

弘

子

野

平

田

中

光

穂

平
内
町

（

若

山

淳

子

古
佐
井

○
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

池
田
は
る
ゑ
（
力

松
）
長

後

辻

一

郎
（
ウ

ノ
）
大
佐
井

加
賀
シ
ミ
エ
（
直

造
）
大
佐
井

大
坂
浅
次
郎
（

隆

）
長

後

磯
谷

キ
ン
（
勘

三
）
大
佐
井

福
田

す
な
（
弘

光
）
磯

谷

松
谷

清
治
（
多
可
志
）
大
佐
井

税
金
の
滞
納
は
あ
り
ま
せ
ん
か

昭
和
五
十
七
年
度
の
税
金
の
ほ
と
ん

ど
の
納
期

が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

忙
が
し
さ

か
ら
つ

い
納
税
を
忘
れ
て

い
た
と
い
う
方
は

い
ま
せ
ん
か
。

一
月
は

。
村
県
民
税

、
国
民

健
康
保

険
税

の
納
期
（
第
四
期

）
で
す
。

二
月
未
納
期
の
固
定
資
産
税
（
第
四

期
）
が
昭
和
五
十
七
年
度
分
の
税
金

の
最

終
納
期

と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
機
会

に
滞
納
税
金
を
一
掃
し

た

い
も
の
で
す
。

税
金
の
納
期
内
納
付
に

ご
協
力
く
だ

さ
い
。

納
税
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
は
納

税
組
合
に
掛
金
を
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
が
あ
り
ｉ

し
た
ら
税
務
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

注国
民
健
康
保
険
税
は
確
定
申
告
、
倖

民
税
申
告
の
税
金
を
算
定
す
る
社
会

保
険
料
控
除
の
摘
要
が
あ
り
ま
す
が

未
納
税
額
に
つ
い
て
は
摘
要
さ
れ
か

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

源
泉
徴
収
票
確
か
め
て

所
得

税
（
国
税

）
は
確
定
申
告
に
よ

り
納

め
る
こ
と
を
建
前
と
し
て

お
り

ま
す

が
ほ

と
ん

ど
の
事
業
所
で
は
給

与
を
支
給
す

る
と
き
に
所
得
税
を
計

算
し

支
払
全
額

か
ら
税
金
を
差
引

い

て
国

に
納

め
る
方
法

が
と
ら
れ
て

お

り
ま
す
。

こ
の
差
引

か
れ
た
税
金

が
源
泉
所
得

税
で
あ
り
一
年
間
に
納

め
る
税
金
の

前
払
の
性
格
を
持
っ
て

お
り
ま
す
。

一
部
の
事
業
所

に
お
い
て
は
「
年
末

調
整
」
に
よ
り

精
算
済
と
な
っ
て
お

り
ま
す

が
、
特
に
出
稼
先
の
事
業
所

に
お
い
て

は
過
去
の
例

か
ら
み
て
ほ

と
ん
ど
精
算
済
と
な
っ
て

お
り
ま
せ

ん
の
で
確
定
申

告
に
よ

る
手
続
を
し

な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
に
は
事
業
所
か
ら
交
付
さ

れ
る
源
泉
徴
収
票
を
添
付
す
る
こ
と

に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
確
定
申
告

の
時
期
ま
で
に
事
務
所
（
二

ヶ
所
以

上
の
事
業
に
わ
た
る
と
き
は
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
所
の
も
の

）
か
ら
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ

い
。

源
泉
徴
収
票
が
あ
り
ま
せ
ん
と
精
算

し

て
還
付
さ
れ
る
税
金
が
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

注年
末
調
整
済
の
方
で
も
農
業
、
漁
業
、

そ
の
他
の
所
得
の
あ
る
方

及
び
二

ヶ

所
以

上
の
事
業
所
か
ら
給
付
を
受
け

た
方
は
確
定
申
告
を
し

な
け

れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
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